
 

平成16年度第３回浦安市環境審議会 会議要旨 

 

１．開催日時  平成16年11月10日（水）午後１時10分～午後３時 

 

２．開催場所  市役所第３庁舎 ２階 第２会議室 

 

３．出 席 者 

（委員） 

  柳憲一郎、望月賢二、上野菊良、木邨定男、久保博海、 

 伊豆富子、内海照枝、轟 和夫 

（欠席 ） 

  平山博章、畑中範子、岡部正明、渡辺英夫、加藤里行、 

熊倉敬三、税所信夫 

（事務局） 

環境部長 川口守、環境部次長 中村和明、環境保全課長 押尾照明、 

環境保全課長補佐 指田裕司、 

環境計画係  溝上澄人、安倍麗子 

リジオナル・プランニング・チーム 七尾功 

 

４．内 容 

（１） 開会 

（２） 会長あいさつ 

（３） 議題 

 ・ 環境基本計画（案）に係る説明 

・ 環境基本計画（案）について 

・ その他 

（４） 閉会 

 

５．会議経過 

◎環境基本計画（案）に係る説明 環境保全課 溝上 

 前回の第２回環境審議会で、本計画(案)にいただいたご意見に対する市の

考え方と字句の訂正を別紙資料により説明した。 

 

◎環境基本計画（案）についての審議 

 

①テレビ電波障害について 

Ｐ41 テレビ電波障害対策に関して、テレビ電波が地上波デジタル放

送に2011年に移行することに伴う課題にふれた方がいい。 

⇒ デジタル放送に移行しても、原因者が特定されうる状況であれ

ば、対策の指導の対象となりうることから、現在の表記で適切で



あると考えられるので、P41で示されている「中高層建築物等によ

るテレビ電波障害の未然防止のための指導を行います」という表

現は修正しない。 

 

②ベンゼンについて 

Ｐ20 ベンゼンの短期測定から見える問題点や、その対策について

分かるようにした方がいい。 

⇒ベンゼンの特性や、この物質に係る環境面での状況、それらを踏ま

えた施策の方向等が分かりやすくなるように記述追加を検討する。 

 

    ③市内における自然の状況の把握について 

○  本市における自然環境の状況を、市と市民が調べてデータベース

化し、市民全体で共有できるシステムを市民参加で作る旨を記述追

加することを検討してほしい。 

○ P87 リーディングプロジェクト「環境配慮推進プロジェクト」で

「(仮称)環境マップの作成」の記述があるが、主体が誰なのか分か

りにくい。市と市民が協働で行うという主体や、収集する情報の内

容や仕組みづくりまで具体的な記述を入れてほしい。 

  ⇒ご指摘の趣旨は現在の表現に含まれている部分があると考える

が、具体的にどこまで加筆できるか検討する。 

 

    ④市・事業者・市民・滞在者等の協働について 

○ P92 計画の進行管理の中で、市民が提案・要望が言えるのは、進

行管理の図の中では、「点検・評価」の段階しかない。行政が市民

の提案・要望を受け入れる仕組みを記述追加してほしい。 

⇒市民参加、市民との協働という趣旨は記述の中に含んでいるが、

現在の表現に更に記述追加するかは検討する。 

 

○ P92 進行管理の中に、現状把握の部分が見えないので、現状把握

は市民と協働して進めることを記述追加してほしい。 

 ⇒市民参加、市民との協働と現状把握という趣旨は記述の中に含ん

でいるが、現在の表現に更に記述追加するかは検討する。 

 

○ P91,92 「(仮称)環境基本計画推進に係るサポーター制度」の位置

付けについて、具体的な役割の例示を出すなど記述追加した方がい

い。 

⇒検討する。 

 

○ P87 「市民向け・事業者向け浦安市環境配慮指針」に、「滞在者向

け」も記述追加するべきではないか。 

  



⇒ご指摘のとおり記述追加する。 

 

    ⑤環境基準の達成状況について 

○ P27 「最近５年間にみる東京湾水質汚濁に係る環境基準の達成状

況」において、PH は平成 14 年度、COD は平成 12 年度から平成 14

年度、環境基準を達成していないが、悪化傾向にあるものについて

は、その背景を分析して、理由を記述追加した方がいい。 

⇒検討する。 

 

○ P29 環境指標の①人の健康の保護に係る環境基準の維持を目指す

として、環境基準を掲げた項目が示されているが、この達成状況を

確認できるような調査を市は行なっているのか。 

⇒次回に、この指標に関するデータや設定した考え方、根拠等を示

す。 

 

    ⑥市内における温泉掘削について 

○  最近、市内３箇所で温泉を掘削する計画がある。地盤沈下など環

境への影響が懸念されるが、市は対策を行っているのか。 

  ⇒ 

○  温泉掘削に関する規制はないが、温泉の汲み上げにより地盤沈下

の影響も懸念されるため、市としては、温泉を掘削する事業者と揚

湯量の抑制をお願いするため、協定を結んでいきたいと考えている。 

○  審議会としては、地盤沈下等による問題発生の恐れが大きいこと

から、本計画には具体的には記述追加しないが、事務局に具体的な

対応を考えるよう求める。 

 

    ⑦表現の修正について 

○P93 （２）広域的な連携・協力の推進 という表記は、その内容の

記述と合わないのではないか。 

 ⇒ご指摘のとおりなので、修正案を検討する。 

 

◎その他 

次回第４回環境審議会は、11月17日（水）13時30分～15時30分 議

会棟１階第２会議室で開催する。会議では、本日の会議で出された意

見に対しての市の考え方の提示を受け、審議を行う。 


